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現在の基本計画では、優先的に取り組む課題を重点プロジェクトとして設定し、その中でも特に緊急・集中的に取り組むべき課題を次の6つの最重点プロジェクトとし
ています。
今年の2月に実施した市民意向調査の結果によると、こうしたプロジェクトの設定についておおむね肯定的な評価をいただいています。そこで、今回の改定ではプロジ
ェクトの追加・組み換えは行わず、現行プロジェクトの内容の拡充を図り、より積極的な事業展開を図ることとします。

Aすべての人が心安らかに暮らせる、安全安心のまちづくりプロジェクト
Bいつまでも元気で心ゆたかに生活できる地域をめざす、
地域ケア推進プロジェクト

Cすべての人がいきいきと暮らせる、バリアフリーのまちづくりプロジェクト
D健やかに育ち笑顔がきらめく、子ども・子育て支援プロジェクト
Eともに信頼し責任を担う、協働のまちづくりプロジェクト
Fいのち・しごと・くらしが輝く、IT活用プロジェクト

すべての人が心安らかに暮らせる、安全安心・都市の更新プロジェクト
公共施設や都市基盤の修復更新に関する事業の重要性から、プロジェク
トの目的をより明確化し、拡充を図ります。

6つの最重点プロジェクト 拡充を図る最重点プロジェクト

いのち・しごと・くらしが輝く、ユビキタス・コミュニティ推進プロジェクト
「いつでも、どこでも、誰でも」がICT（情報通信技術）の活用により、
暮らしの豊かさ、便利さ、楽しさを実感できる地域社会の実現を目指し
た施策を行うため、拡充を図ります。

現在検討中の主な事業

世界に開かれた平和・人権のまちをつくる

A男女平等参画条例の普及・啓発
魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる

Aユビキタス・コミュニティ推進基本方針の策定と推進
B情報セキュリティのさらなる徹底
C都市型農業への支援
D頑張る商店会への総合的な支援の実施
E工業・新産業への支援
F観光振興事業への支援
G三鷹駅・三鷹台駅周辺等のまちづくりへの支援
安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる

A安全で楽しく歩けるみちの整備
B外郭環状道路対策の検討・要請
C緑と水の総合施策の展開
D花と緑のサポート組織の発足
E「花と緑のフェスティバル（仮称）」の開催
F国立天文台のさらなる公開の推進
G安全安心・市民協働パトロールの強化
H防災センター機能と防災体制の強化
Iバスネット構想の推進（コミュニティバス網等の見直し）
J自転車対策の強化
人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる

A新エネルギーの利用・地球温暖化防止対策の拡充
B新ごみ処理施設の整備
C分別収集の徹底と家庭系ごみの有料化の検討・実施
D都市型水害対策の推進
希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる

A地域ケア・ネットワークの展開
B歩きやすいまちづくり・みちづくりの推進
C介護予防事業の積極的展開
D障がい者の自立支援体制の整備
E健康づくり目標の推進

いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる

A子どもの安全対策の強化
B「三鷹子ども憲章（仮称）」の制定
C「子ども子育てビジョン」の策定と子ども
支援施策の拡充

D効率的な保育園の運営
E小・中一貫教育校・コミュニティスクール
の展開

F子どもの放課後施策の拡充
創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちをつくる

A図書館の情報化とネットワーク化の推進
B絵本館の整備・絵本事業の展開
C健康・スポーツの拠点づくり
（総合スポーツセンター整備の見直し、
大沢総合グラウンドの整備）

Dエコ・ミュージアムの展開と郷土資料の
公開の拡充

E太宰治プロジェクト等の展開
ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる

Aコミュニティ活動への支援拡充
B市民協働センターの協働運営の推進
C新しい協働のあり方の検討
D三鷹ネットワーク大学による人財育成機能等の強化
E絶えざる経営改革・組織改革等の実施
F公共施設のファシリティ・マネジメントの強化
G総合窓口サービスの拡充
H自治基本条例の普及・啓発
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1 「都市整備（都市づくり）の拠点」の見直し
前回の計画改定（平成16年度）以後、現在までの間に、三
鷹駅前再開発や「ふれあいの里」の整備、さらには団地の建
て替えなどが進みました。
また、将来的な人口減少や少子高齢社会に見合った都市整
備のあり方、さらには公共施設の効率的な管理・整備・再編
や都市機能の集約化についての検討も必要となっています。
こうしたことをふまえ、都市整備（都市づくり）の拠点施
設の構成・設定について、一定の見直しを行います。

2 「施設整備の体系」のあり方の検討
施設をレベル・内容別にみると次のように分類することが
できます。A市民センターや総合体育館のようにセンター・
拠点として整備、B児童館のように東西などのエリアで整備、
Cコミュニティセンターのように住区などで整備、D地区公
会堂のように近隣住区・生活エリアなどで整備。
そこで、こうした施設レベル、あるいは施設の内容に応じ
た整備の体系について、今後のあり方を検討して行きます。

現在、基本計画の第2次改定に反映させるために検討している事業の主なものは、次のとおりです。今後、みなさんのご意見をいただき、「骨格案」の中で具体的な内容
を明らかにしていきます。

都市空間整備の基本的な考え方の見直し
現行の基本計画では、「緑と水の公園都市」をめざし、「都市空間整備の基本的な考え方」を定めています。このうち、「都市整備の拠点」についての見直しを行うとと
もに、新たに「施設整備の体系」の今後のあり方を検討することとします。

6つの最重点プロジェクトの拡充と展開
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